
後期高齢者のレセプト情報を分析して、重複・多剤服薬や併用服薬に注意が必要な可能性がある高齢者等に対し、
服薬情報通知書を送付。薬局や医療機関への相談を促し、服薬状況の改善を図る。 (令和５年事業開始)年度

事業効果の評価について

【レセプトの追跡調査】

○対象者別の薬剤の切替率

○薬剤切替の効果額

○重複・多剤等の対象者数の
変化

○対象者の医薬品数、医薬品
に係る医療費の変化
（一月あたりの医薬品に係
る医療費の削減割合）

※比較対象群を設け、上記項
目の効果検証を行う。

高齢者の適正服薬推進事業について 福岡県後期高齢者医療広域連合

広域連合
受 託 業 者

レセプト情報を分析し、重複・多剤
服薬等の可能性がある高齢者を抽出

令和６年度：2,000人
※令和５年度：約1,031人（モデル的実施）

・レセプト情報提供
５月診療分
長期処方のみ12月～５月診療分

・健診結果提供
令和５年度受診分
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師
会

対象高齢者

通知書送付（重複・多剤服薬等）
（R６年度９月末、R７年度9月末予定）

医
療
機
関

薬
局

一体的実施事業との連携（服薬に関する訪問指導等）市町村

通知対象者の情報提供
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令和６年度 適正服薬推進事業の結果について

【分析対象者】通知した2,000人のうち、1,923人（通知後3カ月在籍している人） 比較対象群 4,565人

【効果検証の対象期間】通知発送月から3カ月間を経過観察

【効果分析】①多剤服薬者の改善率、

②有害事象発生リスク者（重複、傷病名禁忌、併用禁忌、長期処方）の改善率

③医療費適正化効果（医薬品にかかる医療費の削減率）
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9月

★通知送付年月日：2024年
9月30日

★効果検証対象月

10月 11月 12月
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概要（人数・件数）＿通知者
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概要（人数・件数）＿比較対象群
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多剤（薬剤数別）＿通知者
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多剤（薬剤数別）＿比較対象群

通知前の薬剤数（剤）
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有害事象発生リスク（全体）＿通知者
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有害事象発生リスク（全体）＿比較対象群
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有害事象発生リスク（リスク別）＿通知者

※重複処方は同一成分または同種同効
いずれかに該当している人数で集計
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有害事象発生リスク（リスク別）＿比較対象群
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多剤改善率（二次医療圏別）
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有害事象発生リスク改善率（二次医療圏別）



・対象者抽出

令和７年５月診療分レセプト（医科入院外、調剤）

①重複服薬の疑いがある方

②多剤服薬の疑いがある方（10剤以上）

③その他、併用服薬に注意が必要な可能性がある方

概ね4,000人を抽出し、内2,000人に通知（併用禁忌の方については全員通知）

通知者以外は比較対象群とする。

・効果検証

効果分析：①重複服薬者の改善率、②多剤服薬者の改善率、③併用禁忌服薬者の改善率

④医療費適正化効果（医薬品にかかる医療費の削減率）

※通知の効果をみるため、通知をしていない比較対象群と改善率や削減率を比較検証する

通知受領者の動向を調査するため、薬局向けのアンケートを実施
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令和７年度 適正服薬推進事業計画


